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論文内容の要旨
本論は、日本古代典籍史料の史料学的研究である。歴史学の基本的な研究方法は、歴史資料から史料
批判という手続によって歴史情報を抽出し、歴史像を構築するというものであり、歴史資料はあらゆる
歴史研究の基礎となるものであるから、歴史資料そのものを対象とした研究は歴史学の土台をなすもの
と言える。以下、本論における研究の視角と各章の内容について、近年の日本古代史料学研究の状況に
も触れながら述べることにしたい。
第一節研究の視角
典籍史料 歴史資料は文字資料と非文字資料に大別され、文字資料はさらに文献史料と出土文字資料に
分けられる。本論の研究対象である典籍史料は文献史料のージャンルで、一次史料=原史料を素材とし
て編纂された二次史料=編纂物であるが、その情報量の多さから日本古代史の基本史料と言えるもので
ある。数ある日本古代史の史料の中で典籍史料を研究対象として取り上げたのは、こうした史料として
の重要性を考慮してのことであるのは言うまでもないが、近年の日本古代史料学研究の動向にも深い影
響を受けている。
伝来論的アプローチ 一般に史料学的研究の方法として、様式論・伝来論・機能論の三つのアプローチ
があると言われるが、編纂物である典籍史料の場合はこれに編纂の契機・目的・意図、編纂の過程、完
成や頒布・施行の時期などを検討する成立論を加えたい。本論では伝来論的アプローチを主に導入する
が、その理由は以下の如くである。
日本古代史の分野では、一九八0年代以降、木簡・漆紙文書・墨書土器等の出土文字資料や正倉院文
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書を中心とする古代文書といった一次史料を対象にした史料学的研究が飛躍的な進展を見せたのに対
し、基本史料である典籍史料の研究は比較的遅れていた。日本古代史の主要な典籍史料は新訂増補国史
大系にほとんど収められていて、誰でも容易に利用できる状況にあることが、かえって典籍史料を対象
とする研究を停滞させていたと言えるかも知れない。そうした中で、八世紀史の研究の深化に基づいて
一九七0年代後半に始まった『続日本紀J の精微な写本研究は、新訂増補国史大系本の校訂上の問題点
を浮き彫りにし、それに代わる新たな校訂本を作成する必要性を知らしめたという点においても画期的
なものであった。一連の研究成果が新日本古典文学大系本『続日本紀j (五冊・索引年表一冊、岩波書店、
一九八九年~二000年)として結実し、学界の共有財産となった意義は大きい。こうして絶対的な権
威と見られていた新訂増補国史大系本の信頼性が揺らぎ始めたことにより、近年『続日本紀』以外の史
料についても新たな校訂本の作成が試みられるようになったが、精綴な写本研究の成果に基づいて底
本・対校本の選定を行ったと見られるものは神道大系本『類緊三代格j (一冊〔巻ー~三と巻四以下の
神祇関係の格を収録〕、神道大系編纂会、一九九三年)、訳注目本史料本『延喜式j (三冊、集英社、[上]
二000年・[中]二00七年・[下]未刊)などの少数に留まり、訳注目本史料本『日本後紀j (一冊、
集英社、二00三年)や神道大系本『延喜式j (二冊、神道大系編纂会、一九九一・九三年)などは良
質な写本が現存するにも関わらず、江戸時代の版本を底本に選んでいる。日本古代の典籍史料で原撰本
が現在まで残っているという例がほとんどない以上、新たな校訂本の作成は可能な限り原撰本の本文に
近づくことを目標とすべきであり、そのためには写本系統を解明して最善本を確定することが必要とな
る。本論での考察が伝来論的アプローチを中心とするのは、こうした新たな校訂本を作成するための基
礎作業となることを意図しているからに他ならない。 深化を続ける現在の日本古代史研究の水準は、史
料そのものの徹底した再検討、具体的には原撰本への接近を求めているのである。
史料史と写本史 写本系統の解明は史料の伝来過程の解明とイコールであり、それはある史料が成立し
てから現在に至るまでの歴史=史料史を明らかにすることだとも言える。史料史を現在から過去へ遡る
ことで初めて原撰本への接近が可能になるのであって、その史料史を明らかにするための前提になるの
が、個別写本の作成と伝来の過程=写本史の研究である。近世以降になると、版本(江戸時代)・刊本
(明治以降)の刊行と流布の過程=版本史・刊本史の検討もこれに加えて必要となる。換言すれば、個
別の写本史・版本史・刊本史研究の成果を総合することで一つの史料史が明らかになるのであり、本論
の個別写本の研究ではこうした点を常に意識している。
禁裏・宮家・公家文庫研究の進展 一九九0年代後半以降の史料学的研究の動向の中で特に注目したい
のが、田島公氏の提唱によって本格的に開始された禁裏・宮家・公家文庫の研究である。田島氏は「古
代史料学研究の再構築」を達成するためには「ある一点の史料の伝来のみを追うのではなく、また特定
の種類(ジャンル)の典籍を切り取って分析するのではなく、(中略)文庫全体の蔵書の変選を視野に
入れた研究、個々の典籍の分析とともに文庫や文書群といったまとまりで研究する必要がある J (田島
公「天皇家ゆかりの文庫・宝蔵の「目録学的研究」の成果と課題J [r説話文学研究』四一、二00六年J)
として、典籍史料の伝来に中心的な役割を果たして来た禁裏・宮家・公家文庫の総体的研究を、蔵書目
録を活用した「目録学」という方法によって進められている。田島氏は禁裏・宮家・公家文庫の科研の
研究代表者も三度務められ、東京大学史料編纂所・宮内庁書陵部・国立歴史民俗博物館に所属する研究
者等の参加を得て研究はさらに進展しており、吉岡虞之・小川剛生両氏を中心とする高松宮家伝来禁裏
本の共同研究も行われている。日本古代の典籍史料のほとんどは禁裏・宮家・公家の文庫を経由して伝
来したものであるから、本論ではこうした文庫や蔵書群に関する新しい研究の方法や成果を個別史料・
写本の研究に積極的に導入した。
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新史料の紹介 禁裏・宮家・公家文庫研究の進展に伴って各文庫所蔵・旧蔵の諸写本の綿密な調査が行
われるようになった結果、近年新史料の発見が相次いで報告されている。また、坊聞に流出して古書展
に出品された写本が日本古代史の新史料であったという例まであり、日本古代史の史料で出土文字資料
以外の文献史料が新たに見つかるというのは稀有のことという「常識」が覆されつつある。本論でも筆
者が発見した新史料や新出逸文の紹介を行い、最新の史料状況を示すよう努めた。
以上、本節では本論における研究の視角についてまとめて述べてみた。
第二節各章の内容
本論は前編「史料のテキスト・篇目・書名J (全三章)・後編「写本の作成と伝来J (全三章〔補論一
編を含むJ) の二編から成り、それに序章「研究の視角と本書の構成」及び終章「本論の総括」を加えた。
序章では本論における研究の視角(前節参照)と全体の構成について述べ、終章では前編・後編の考察
結果を総括した(本節参照)。以下、前編・後編の各章の内容を要約して述べることにする。
前編 史料のテキスト・篇目・書名
第一章 『続日本後紀』現行本文の成立過程
本章では、六国史の中で『日本三代実録』と並んで脱文・錯簡・重出が多く校訂上問題のある史料と
して知られている『続日本後紀』の現行本文の成立過程について検討した。既に先学によって大治写本
(現存せず)→三条西家本(現存せず)→慶長写本・谷森本等という書写の過程が考えられること、大
治写本が既に抄本だったこと、三条西家本作成段階での大治写本にあった傍書・裏書の本文化により錯
簡・重出が発生したことなどが明らかにされているが、本章では、大治写本の極めて忠実な影写本であ
る高柳本や江戸前期書写の慶長写本・谷森本・東山御文庫巻子本のテキストの比較、谷森善臣校合本に
見える三条西家本との校合註記の検討などによって、本文の省略が大治写本の作成段階で行われたこ
と、三条西家本の作成段階で大治写本の傍書・裏書の全てが本文化されたわけではないこと、慶長写
本・谷森本といった三条西家本の直接の転写本の作成段階において残りの傍書が本文化されたこと、他
本には見えない独自条文を含む東山御文庫巻子本は三条西家本の本文と別系統の本文を取り合わせた特
異な写本を親本とするものであること、江戸前期以降現在に至るまで谷森本系統の本文が流布したこと
などを明らかにし、①大治写本の作成→②大治写本への傍書・裏書の書き入れ→③三条西家本の作成段
階での傍書の第一次本文化→④三条西家本の転写本の作成段階での傍書の第二次本文化→⑤谷森本系統
の本文の流布という現行本文の成立過程を示した。また、本章での検討結果を踏まえて、『続日本後紀』
の主要写本の系統推定図を作成した。
本章で主に用いた研究方法は、写本ごとの文字の違いを一字一字確認して写本相互の関係を解明する
という古典的なものであるが、その際には吉岡虞之氏の言われる「写本の立体構造」という視点(吉岡
虞之「歴史学と史料研究J (r歴博』一五二、二00九年J) を常に念頭に置いた。すなわち、写本には
幾人もの手が繰り返し加わっており、こうした立体的な構造はその写本が書写されることによって一旦
平面化するが、その上にまた人の手が加わって立体化し、これが書写されると再び平面化するという繰
り返しの結果として写本の現状を把握する見方であり、本文の省略→傍書・裏書の書き入れ→傍書・裏
書の本文化という過程を経て現行本文が成立していく『続日本後紀J はこの格好のモデルと言える。現
行本文の成立過程を逆に遡って行けば、原撰本に近づくことができるのである。
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第二章 『弘仁式』篇目考
本章では、弘仁勘解由式の存否の問題を中心に『弘仁式J の篇目について再検討を加え、さらにその
改訂時期の問題について考えた。『弘仁式j に勘解由式が含まれるとする通説に対し、『弘仁格式』が撰
進された弘仁十一年(八二0) の時点で廃止されていた勘解由使の式が存在したとは考え難いという疑
問から、まず『弘仁格式J の格文・式文と勘解由使との関係を検討し、『弘仁格J は勘解由使廃止中の
状況を前提にして編纂されており、その改訂にあたっても、天長元年(八二四)八月の勘解由使再置以
降の制度改正を格文に盛り込まなかったこと、現時点で弘仁勘解由式の逸文は発見されておらず、『延
喜式』の篭頭標目からもその存在は確認できないこと、さらには『弘仁式』に勘解由使関係の規定が全
く存在しなかった可能性さえあるということを明らかにした。続いてこれまで『弘仁式』に勘解由式が
存在したとする根拠とされて来た『類衆国史』巻一四七・文部下・律令格式所収の天長七年(八三0)
十一月丁亥(十七日)条「頒 二行神祇、八省、弾正、左右京、春宮、勘解由、六衛、左右兵庫格式、
-J の検討を行い、他の関係史料の内容との整合性からも「神祇、八省、弾正、左右京、春宮、勘解由、
六衛、左右兵庫の格式を頒ち行ふ」という通説の読みは正しくなく、「神祇、八省、弾正、左右京、春宮、
勘解由、六衛、左右兵庫に格式を頒ち行ふ」と読むべきであるとし、この史料は弘仁勘解由式の存在を
示すものではないと考えた。さらに『弘仁式』に勘解由式が存在しなかったという考察結果を踏まえて
『弘仁式』の改訂時期についても検討し、『弘仁式』の改訂は天長七年(八三0) の施行時から承和七年
(八四0) の再施行時までの聞にだけ行われた可能性が高いこと、『弘仁式J の改訂に関しても、 f弘仁格』
の場合と同じく、あくまで弘仁十年(八一九)末の時点を限って編纂されたという体裁を保つという方
針が採られたと思われることなどを述べた。
本章は史料の篇目を確定するという点に主眼があり、本論の中で伝来論的アプローチを導入していな
い唯一の論文であるが、原撰本の姿を明らかにするという問題意識は他章と共通している。写本・版本
の検討を重視する姿勢は本章でも一貫しており、延喜勘解由式の竜頭標目の考察において『延喜式』諸
本の調査を行った。その結果、勘解由式である巻四十四に諸版本には存しない篭頭標目が書き入れられ
た写本一点(壬生家本)、版本二点(勢多家本、神谷本)が見つかり、私見を補強することができた。
第三章 田中教忠旧蔵『寛平二年三月記J について一新たに発見された『小野宮年中行事裏書j-
附 『小野宮年中行事裏書j (田中教忠旧蔵『寛平二年三月記j) 影印・翻刻
本章では、筆者が発見した『寛平二年三月記』との仮題が付けられた一写本について検討し、その史
料的性格を明らかにした。まず、本写本が田中教忠(一八三八~一九三四)旧蔵の江戸初期書写のもの
であるといった書誌情報を示した上で、これが藤原実資(九五七~-o四六)撰の『小野宮年中行事』
の裏書・首書を書写したものと推測したが、その理由は以下の如くである。
①第二丁表の冒頭に「九条右丞相天徳元年正月七日記裏ニ 在 レ之、」との註記があり、こ
れまで知られている儀式書・年中行事書の中で本文に『九暦』天徳元年(九五七)正月七日条が
引かれているのは『小野宮年中行事』だけである。
②本文や註記に出て来る年中行事の項目名が、『小野宮年中行事J のそれとほぼ一致する。
③現行の『小野宮年中行事』には、追記本系統と群書類従本に共通して「裏書」ないし「裏」 と
註記して史料を引用している箇所が四つある。裏書として引用されている史料は、 i(三月)十二
日賭射」の項の『宇多天皇御記』寛平元年(八八九)三月乙卯(二十四日)条・四月庚辰(十九
日)条、 i(五月)三日六衛府献 二昌蒲井花 一事」の項の『九暦j (天慶七年〔九四四〕五
月五日の記事)、 i(五月)雷鳴陣事」の項の『延喜式J 左右近 衛府47擬近衛条 .48異能条・ 49
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看督条、 i(七月)廿八日相撲召合事」の項の『貞信公記』承平五年(九三五)七月二十八日条
であるが、これらは全て本写本にも見えている。
続いて二十六の部分に分けられる本写本の内容を逐一検討し、引用史料で最も新しいものが『北山
抄』であること、藤原実資の日記『小右記』を書名を示さずに引用していること、藤原実資の命により
令宗允亮(生没年不詳)が編纂した『政事要略』を書名を示さずに引用していることなどから、この裏
書・首書は『小野宮年中行事』の撰者である藤原実資自身がその原撰本に書き込んだものであるとし
た。なお、「附」として本写本全冊の影印と翻刻を収録した。
本章での検討の中心は新発見史料の書名の解明にあり、そのため他章とは異なり史料の内容に踏み込
んだ考察を行った。前節で述べたように、近年出土文字資料以外の新史料の発見が相次いで報告されて
いるが、そうした新史料は外題・内題・奥題がなかったり、書かれていても内容を正確に伝えるもので
はない場合が多く、まずは正しい書名を明らかにする作業が必要になる。本史料も前表紙に書き込まれ
た「寛平二年三月記」という書名は書き出しの文言を採った仮題であり、全体の構成や個々の引用史料
の性格の検討から正しい書名を考定し、さらに内容を記した人物まで推測した。伝来論的アプローチは
『小野宮年中行事J の書誌の考察において導入し、諸写本の奥書の内容から写本系統を明らかにした。
奥書の記載の検討は、写本の相互関係を確定するために用いられる最も一般的な方法である。
以上、前編では三章にわたってテキスト・篇目・書名といった史料そのものの性格に関わる事項の検
討を行ったが、これらは前節で述べた史料史の研究の一部を成すものと位置付けることができる。
後編写本の作成と伝来
第一章 九条家本『延喜式』の書写年代
補論九条家本『延喜式』小史
本章では、これまで明確ではなかった九条家本『延喜式』の書写年代と書写の背景について紙背文書
の年紀とその内容から検討を加え、全二十八巻が以下の八グループに分けられることを明らかにした。
①巻二十六・二十七・二十八…十世紀末頃に書写されたと考えられるグループで、摂関家周辺で書
写が行われた可能性が高い。
②巻ー・四・七(甲本)・八・十二・十三・十五・十六・二十・二十一・二十九・三十・三十一・
三十二・三十六・三十八・三十九・ー十一世紀中葉頃に書写されたと思われるグループで、いずれ
の巻にも共通した筆跡が見られる。関白藤原頼通(九九二~-o七四) の命によって家司が書
写を行った可能性が高い。
③巻二十二…十一世紀中葉頃までに書写されたと思われる一巻で、前グループの巻ーに見られた筆
跡による補筆がある。
④巻十一…十一世紀前半頃の書写と思われる一巻で、他巻には見られない筆跡のものである。
⑤巻二…十一世紀後半頃の書写と思われる一巻で、これも他巻には見られない筆跡のものである。
この巻も頼通の家司が書写した可能性がある。
⑥巻九・十…十一世紀末頃の書写と思われるこ巻で、両巻の書写は同時期と考えられる。この二巻
も摂関家周辺で書写された可能性がある。
⑦巻六・七(乙本)…十三世紀前半頃に書写されたと思われるこ巻で、両巻の書写はほぼ同時期と
考えられる。藤原為家(一一九八~一二七五)のもとで書写が行われ、主家である九条家へ献上
されたものである可能性が高い。
③巻四十二一・十四世紀頃に書写されて、新たに加えられた一巻である。
円〈Uっ“ヴt
この八グループの伝来過程については、以下のように推測した。康保四年(九六七)の『延喜式』施
行から間もない十世紀末頃に摂関家でその書写が行われたが(①)、それに数巻が補われ(③・④)、さ
らに十一世紀の中葉から後半にかけての頼通の時期に彼の命で大がかりな書写が実行された(②・⑤)。
その後、十一世紀末頃に神名式の二巻が加えられ(⑥)、以上の諸巻は十二世紀後半に摂関家が近衛家
と九条家に分立した際に九条家へ伝えられた。そして、十三世紀前半頃に少なくとも二巻(⑦)、十四
世紀にはさらに一巻が加えられて現在に伝わる形となった(⑧)。
九条家本『延喜式J には書写奥書がないため、その正確な書写年代を示すのは困難なのであるが、豊
富に見られる紙背文書の年紀からそれを推定するという方法を採用して課題に迫った。ただし、この方
法は、厳密に言えば、書写年代の上限を押さえられるにすぎず、原則として文書が反故にされてその紙
背が利用されるまでの期間がさほど長くないという前提が必要で、あり、もしその期間が長かったならば
年代比定も後にずれてしまうという問題点がある。しかし、紙背文書全体を通覧するに、長期間にわたっ
て保存される文書である土地売券等は含まれていないので、この写本に関しては有効な方法であると考
えた。写本の書写年代を明らかにすることは、写本系統上にその写本を位置付けるために不可欠な作業
である。日本古代典籍史料の写本では書写奥書のないものが多く見られ、その書写年代は書風と紙質、
傍訓の特徴といったものから推定されることが多いのであるが、本章ではより確実な方法として紙背文
書の年紀に注目してみた。
補論では、九条家本『延喜式』の伝来と研究史についてまとめた。伝来については、近世を通して九
条家に秘蔵されていたこと、大正末年になって「発見」され、各種の展覧会に出陳されるようになった
こと、昭和十六年(一九四一)に東京帝室博物館が九条家より購入し、現在はその後身である東京国立
博物館に保管されていることなどを確認し、研究史については、「発見」当初から紙背文書に注目が集
まり、近年まで表の『延喜式』自体の史料学的研究は少なかったことなどを指摘した。伝来過程の検討
においては、九条家の二種の蔵書目録や近世の公家日記を積極的に活用したが、これは禁裏・宮家・公
家文庫研究を進める際のオーソドックスな方法である。
本章と補論を併せて、一つの写本の作成・伝来・現状をトータルに捉える写本史という構想を具体的
に提示できたと考える。
第二章 東山御文庫十一冊本『類来三代格』について
本章では、これまで広く知られていなかった東山御文庫十一冊本『類緊三代格』を紹介し、他の『類
衆三代格』の善本とされている写本との比較から、この写本の写本系統上への位置付けを試みた。検討
の結果、東山御文庫十一冊本の金沢文庫本系統の六冊は流布本系統ではない比較的良質な本文を伝えて
おり、金沢文庫旧蔵本の忠実な転写本である水谷川家本・鷹司家本・陽明文庫六冊本に次ぐ評価を与え
ることができるということ、東山御文庫十一冊本の前田家本系統の五冊は金沢文庫本系統にない巻とし
て江戸後期以降に流布した巻四(二十巻本の巻序、十二巻本の巻二後半)・十五(向上、十二巻本の巻
九前半)・十六(向上、十二巻本の巻九後半)の祖本である鈴鹿文庫本の親本であり、『類緊三代格』の
写本系統上重要な位置を占めるものであるということなどが明らかになり、『類緊三代格』の主要写本
の系統推定図を作成することができた。
東山御文庫十一冊本は江戸前期書写の禁裏本であるため、その伝来過程の検討では禁裏文庫やその後
身の東山御文庫の蔵書目録を活用した「目録学」的研究方法を用いた。写本系統の検討では、前編第一
章と同じく写本ごとの文字の違いを一字一字確認して写本相互の関係を解明するという古典的な方法を
採用したが、本文だけではなく、頭書・傍書・傍訓、費量頭標目、訓点、印文、奥書等も比較の対象とし、
-724-
附築・差紙の記載にも眼を配った。
本章は、前節で述べた写本史の研究成果によって一つの史料史を明らかにするという方法の具体例と
言える。
第三章 伏見宮家本『東宮御元服部類記』について
十六巻本と六巻本の二種ある伏見宮家本『東宮御元服部類記』の成立と伝来について検討を加え、そ
の過程が、①原部類記の成立(鎌倉後期)→②原部類記の持明院統への移管と個別写本の作成(鎌倉末
期)→③持明院統の文庫への皇太子元服関係写本の集積(南北朝期)→④伏見宮家への移管と若干巻の
散逸(室町期~江戸前期)→⑤久寿巻の流出と断簡類の再発見(江戸中期~江戸後期)→⑥伏見宮家に
よる整理と新写本の作成(江戸末期~昭和戦中期)→⑦宮内庁書陵部への移管と書陵部による再整理
(昭和戦後期)という七段階として理解できることを示した。
成立過程の検討では、原本調査によって知られる筆跡の異同、紙高・界高の数値などから各巻のグ
ルーピングを行い、そのグループごとの作成時期を割り出すという方法を採用した。これは、伏見宮家
本『東宮御元服部類記』が部類記の編纂原本(原撰本)だからこそ採り得た方法である。また、紙背文
書のある巻については、その年紀を考定して表の部類記の記された時期を推測した。伝来過程の検討で
は、各種の伏見宮家本の蔵書目録を活用した「目録学」的研究方法を用いた。
本章も第一章・第二章と同じく写本史を明らかにしたものだが、伏見宮家本はこの部類記の編纂原本
(原撰本)、すなわち全ての現存諸本の祖本であることから、写本史イコール史料史になるという貴重な
例と言える。また、本部類記は、現在我々に示されている史料の構成がそのまま成立当初まで遡るので
はないという実例、逆に言えば、成立当初の構成に歴史の経過の中で増減が加えられた結果、現在の姿
になったという実例であり、こうした史料の構成の変化には前編第一章で見たテキストの変容の問題と
同様に注意を払うべきである。
なお、部類記は日次記及び別記から特定の事項に関する記事を抜き出して集成したものであり、日記
の原文を配列したものであることから一次史料として扱われることもあるが、本論では編纂物としての
性格を重視して典籍史料の中に含めた。
以上、後編では三章(補論一編を含む)にわたって写本の作成と伝来についての検討を行ったが、こ
れらは前節で述べた写本史の研究であり、史料史を明らかにするための前提となるものである。
おわりに
本論では「原撰本への接近」をテーマに日本古代典籍史料の個別具体的な検討を行ったが、日本古代
の典籍史料で写本系統が明らかにされていないものはまだ数多く残されており、既に写本系統が示され
ている史料でも、論者によって見解が分かれているものや補訂が必要と思われるものもあるので、今後
も史料・写本の個別研究を積み重ねて行かなければならない。原撰本に限りなく近い信頼しうるテキス
トを手にして初めてその内容の検討が開始されるというのが研究の理想であり、本論はその理想に向け
てのささやかな試みである。
「「
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論文審査結果の要旨
日本古代史の典籍史料は原撰本が伝えられず、写本・版本として伝えられ、その過程で少なからざる
変容を受け、良質な史料を得るためには可能な限り原撰本に接近することが必要である。本論文は、個
別写本の作成と伝来の過程、写本相互の系統関係を解明する伝来論的方法によって、古代の典籍を史料
学的に解明したものである。全体は、序章、前編 3 章、後編 3 章・補論 1 章、終章からなる。
序章では、典籍の史料学的研究の研究史を整理して、研究視角について述べる。
前編「史料のテキスト・篇目・書名」は典籍の史料そのものに関わる事項を検討する。第 l 章 rr続
日本後紀』現行本文の成立過程」は、校訂上問題の多い『続日本後紀J の現行本文が、原撰本文の省略
と後の『類衆国史』からの書き込みによって成立する過程を解明する。第 2 章 rr弘仁式』篇目考J は、
『弘仁式』に勘解由使式の篇目がないことを明らかにし、それを基に同式の編纂・改訂過程を考察する。
第 3 章「田中教忠旧蔵『寛平二年三月記J について一新たに発見された『小野宮年中行事裏書j-J は、
新発見の江戸初期の写本が、 11世紀の右大臣藤原実資撰の儀式書『小野宮年中行事』の裏書・首書を抄
出した書物であることを考証する。
後編「写本の作成と伝来J は 3 つの典籍の写本の作成と伝来の過程を検討する。第 1 章「九条家本
『延喜式』の書写年代」は、『延喜式J の写本として重要な九条家本について、その紙背文書の年紀の検
討から、この写本が 8 グループに分けられ、 10世紀末から 14世紀にかけて書写され形成された過程を明
らかにする。第 2 章「東山御文庫十一冊本『類来三代格』について」は、『類衆三代格』のこの写本の
写本系統の位置づけと写本としての価値を明らかにする。第 3 章「伏見宮家本『東宮御元服部類記』に
ついて」は、当該写本が13世紀作成の原撰本を基にしてその後写本が追加されて成立する過程を明らか
にする。終章「本論の総括」では各章の内容を総括する。
本論文は、『続日本後紀j r弘仁式j r延喜式j r類来三代格j r小野宮年中行事j r東宮御元服部類記』
などの古代の国史・法制書・儀式書の重要史料について、禁裏・宮家・公家文庫の全体の蔵書の変遷を
視野に入れながら、写本の作成と伝来の過程を解明する伝来論的方法によって、原撰本への接近を試み
たものである。その論証は、類いまれなる典籍原史料に関する博該な知識と素養に裏打ちされた写本の
検討に基づいており、きわめて実証的である。史料そのものの研究は歴史学の土台であるから、本論文
の古代史の重要史料に関する史料学的研究の成果は、日本古代史研究の学問的発展に寄与するところ大
なるものがある。
よって本論文の提出者は、博士(文学)の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認められる。
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